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【はじめに】 近年のライフスタイルの欧米化に伴い、家庭でのエネルギー消費量は増加する傾向にある。一

方で、従来の我が国独自の建築工法や地域環境に根ざした家造りが見直され、快適性や環境負荷の低減などを

目指した環境共生住宅造りが盛んになってきた。この環境共生住宅には、設備機器等を用いた環境制御型のア

クティブシステムと旧来建築手法で見られる内・外部環境を利用した環境共生型のパッシブシステムがあるが、

主流は前者であり、エネルギ消費の抑制効果には疑問がある。そこで、本研究では、旧赤間宿における住宅で

の省エネルギー対策としてのパッシブシステムの調査と具体的な省エネルギー対策の検討を行った。 
【赤間地区における環境共生住宅】 宗像市赤間（旧赤間宿）地区は、建築年数 100 年前後の住宅が

数多く残り、比較的高齢者が多く住んでおり、最近改築する家が多い。そこで、住居の建材や構造が

居住性に及ぼす影響と住人の住まい方と生活環境の移り変わり、家庭におけるエネルギー消費量につ

いて、12 軒を対象に調査した。その結果、旧家屋の住宅構造の特徴として吹き抜け（75%）と中庭（92%）

を有する住宅が多く、吹き抜け（図 1）により採光（吹き抜けは開口面積の約 3 倍の採光が得らる）

と換気（気体の密度差に起因する煙突効果）を行っており、また、中庭により土壌と植生による照り

返しや蓄熱の抑制（アスファルトに比して比熱や熱伝導率や保水率が大きく、また、水の蒸発・蒸散

や植生による日射遮蔽の効果）により、冷房のエネルギー消費量を低減している。 
 一方、住宅の構造、住まい方、家屋周り（敷地内）、家の周辺（敷地外）に関する聞き取り調査（1950
年代と現在の比較）では、住宅構造には大きな変化が見られず（一部改装により片土間形式が崩れ、

風通しの悪さが目立つ）、現存する土間や土壁の断熱及び調湿により、夏季は大変過ごしやすい（屋内

と外気温度の差は数度以上）。しかし、逆に冬季には防寒が十分できず、一般家庭に比してエネルギー

消費量は多くなる。これは、家電機器の普及による冬季と夏季の防寒・防熱への工夫や習慣が薄れて

いるアンケート結果と一致するが、図２のような電気料金の比較から、部屋の個別化、気密化、断熱

化による省エネルギー効果が大きい一般家庭の省エネ意識が十分に高くないことが予想できる。 
【一般住宅における省エネルギー対策】 夏のエネルギー消費量を低減する手段として、「よしず」、

「ブラインド」を用いた日射遮蔽効果を検討した。実験は、鉄筋コンクリートの２階建て建家（教育

大技術教棟）の２階会議室において、「よしず」、「ブラインド」、「日射遮蔽物なし」における外気温度、

室内温度を測定した（実験Ⅰ）。また、発泡スチロールとアクリル板（窓に仮定）による模型（一般家

庭の個室 6 畳の部屋を約 200 分の 1 に縮小）と赤外線ランプによる模擬実験を行った（実験Ⅱ）。こ

の実験では、日射遮蔽物である「よしず」はすだれで、「ブラインド」はアルミ板で代用し、内・外気

温、アクリル板内・外面温度の変化を測定した。その結果、図３のように、実験Ⅰより、「よしず」、

「ブラインド」、「遮熱なし」の順に温度変化が小く、外気の温度変化に対する内気の温度変化が小さ

いのはよしずの場合であり、遮蔽効果が大きいことが分かる。また、実験Ⅱより、内気が 30℃を超え

る時間は遮蔽なしの場合では 60 秒から 90 秒の間、ブラインドでは 150 秒から 180 秒の間、すだれ

では 180 秒から 210 秒の間であり、熱伝達時間が最も遅いすだれの遮蔽効果があることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
        一般家庭：ファンヒーター、エアコンの導入 
図１．吹き抜け  図２．旧家屋と一般家庭の電気料金の比較 図３．日射遮蔽物の効果（実験１） 
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結果１：吹き抜けの効果
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●日射遮蔽効果実験

実験期間　8月25日～9月17日・・・温度測定場所

 
③よしず

②ブラインド

ド
ア

東側

①遮蔽なし

・・・温度測定場所

外 内

（外気） （内気）

窓ガラス

熱電対

B 百葉箱

A
データレコーダ

①遮蔽なし ③よしず

②ブラインド

内外気の1日の温度変化を
測定
・施設のガラス⇒単層
・サッシ⇒アルミ

・壁⇒鉄筋コンクリート

すだれ
ブラインド
（アルミ板）

個室6畳の部屋を約200分の1に縮小

2ｍ

１ｍ

〈遮蔽物〉
●遮蔽効果模擬実験
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